




























【要約】

  テレクラ、伝言ダイヤル、等は中学生から 20 歳代の若者に急速に浸透している。男性

はそれらにアクセスするには料金がかかり、利用する目的は相手とのセックスを含めた直

接のアプローチであり、援助交際を望んでいる人も少なくなかった。女性はアクセスに費

用はかからず、暇つぶしや好奇心が多く、テレクラをコミュニケーションや遊びの手段と

してとらえていることが明らかになった。テレクラが諸悪の根源というとらえ方ではなく、

テレクラでの会話の実際等を踏まえながら、起こり得る被害を想定した情報伝達が必要で

あると思われた。

  性風俗業界は顧客向け及び求人の情報誌を発行するほど利用者と従事者が多いことが明

らかになった。また、従業員も STD に関しては情報を必要としているものの、その入手経

路が乏しく、これからの対応が必要であると思われた。

 若者のセックスに対する意識はオープンである一方で正しい情報を得ていないことが明

かになった。若者がセックスをするという前提で正しい情報伝達が必要であり、若者を理

解する一助として若者へのインタビュービデオを作成した。


